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【公開番号】特開2012-30516(P2012-30516A)
【公開日】平成24年2月16日(2012.2.16)
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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体の供給対象と連通する供給流路と、
　前記供給流路内の液体へ圧力を付与する第１の圧力付与手段と、
　前記供給流路と連通する第１の液体室及び気体が貯留される第１の気体室を有し、前記
第１の液体室の体積を可変させるように変形又は移動が可能な第１の隔壁により前記第１
の液体室と前記第１の気体室が隔離された構造を有する第１の圧力緩衝部と、
　前記第１の気体室と一方の端が連通する第１の気体流路と、
　前記第１の気体流路の他方の端と連通する第１の気体貯留部と、
　前記第１の気体室と前記第１の気体貯留部との連通又は遮断を切り換える第１の気体流
路切換手段と、
　前記第１の気体貯留部と一方の端が連通され、他方の端が大気と連通する第１の大気連
通路と、
　前記第１の気体貯留部の大気開放又は大気との遮断を切り換える第１の大気連通路切換
手段と、
　前記第１の隔壁の初期位置調整時及び前記液体の供給対象に対する加圧時において、前
記第１の気体流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換手段の動作を制御する第１の切
換制御手段と、
　前記第１の切換制御手段により動作が制御される前記第１の気体流路切換手段及び前記
第１の大気連通路切換手段の動作に対応して、前記第１の圧力付与手段の動作を制御する
第１の圧力制御手段と、
　を備えたことを特徴とする液体供給装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液体供給装置において、
　前記第１の切換制御手段は、前記第１の隔壁の初期位置調整が開始されると、前記第１
の気体流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換手段を開くとともに、前記第１の隔壁
が初期位置に調整されると前記第１の大気連通路切換手段を閉じるように制御し、
　前記第１の圧力制御手段は、前記第１の隔壁の初期位置調整時において前記第１の気体
流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換手段が開かれると、前記第１の液体室の内部
を加圧して前記第１の隔壁が初期位置に位置する初期状態よりも前記第１の液体室を拡張
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させ、前記第１の液体室が所定の体積に達すると、前記第１の液体室の内部を減圧して初
期状態よりも拡張させた分だけ前記第１の液体室を収縮させるように、前記第１の圧力付
与手段を動作させることを特徴とする液体供給装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の液体供給装置において、
　前記供給流路又は前記第１の液体室の圧力を検出する第１の圧力検出手段と、
　前記第１の圧力検出手段により検出された圧力と前記第１の液体室の体積との関係が記
憶される第１の記憶手段と、
　を備え、
　前記第１の圧力制御手段は、第１の圧力検出手段による検出結果が前記第１の記憶手段
に記憶されている前記第１の液体室を初期状態よりも拡張させるときの体積に対応する指
定圧力になると、前記第１の圧力付与手段の動作を停止させるように制御することを特徴
とする液体供給装置。
【請求項４】
　請求項２又は３に記載の液体供給装置において、
　前記第１の圧力制御手段は、前記第１の隔壁の初期位置調整時において前記第１の液体
室を拡張させた状態から収縮させる際に、前記第１の液体室内の液体を一定の流速で排出
させるように前記第１の圧力付与手段を所定時間動作させることを特徴とする液体供給装
置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の液体供給装置において、
　前記第１の切換制御手段は、前記液体の供給対象に対する加圧が開始されると、前記第
１の気体流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換手段を開くとともに、前記第１の隔
壁が前記第１の液体室の体積が最大となるように変形又は移動した状態で前記第１の気体
流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換手段を閉じるように制御し、
　前記第１の圧力制御手段は、前記液体の供給対象に対する加圧時において前記第１の気
体流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換手段が開かれると、前記第１の液体室の内
部を加圧して前記第１の隔壁を変形又は移動させ、前記第１の液体室の体積が最大となる
ように前記第１の圧力付与手段を動作させることを特徴とする液体供給装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の液体供給装置において、
　前記第１の圧力制御手段は、前記第１の液体室の体積が最大となる状態で前記第１の気
体流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換手段が閉じられると、前記供給流路内の液
体を加圧するように前記第１の圧力付与手段を動作させて、前記液体の供給対象に対する
加圧を行うことを特徴とする液体供給装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれかに記載の液体供給装置において、
　前記第１の圧力緩衝部は、密閉容器内に設けられた可撓膜を第１の隔壁として、前記第
１の液体室と前記第１の気体室が隔離された構造を有することを特徴とする液体供給装置
。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれかに記載の液体供給装置において、
　前記第１の圧力緩衝部は、前記第１の気体室の内壁が曲面であることを特徴とする液体
供給装置。
【請求項９】
　請求項１乃至８のいずれかに記載の液体供給装置において、
　前記液体の供給対象と連通する回収流路と、
　前記回収流路内の液体へ圧力を付与する第２の圧力付与手段と、
　前記回収流路と連通する第２の液体室及び気体が貯留される第２の気体室を有し、前記
第２の液体室の体積を可変させるように変形又は移動が可能な第２の隔壁により前記第２
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の液体室と前記第２の気体室が隔離された構造を有する第２の圧力緩衝部と、
　前記第２の気体室と一方の端が連通する第２の気体流路と、
　前記第２の気体流路の他方の端と連通する第２の気体貯留部と、
　前記第２の気体室と前記第２の気体貯留部との連通又は遮断を切り換える第２の気体流
路切換手段と、
　前記第２の気体貯留部と一方の端が連通され、他方の端が大気と連通する第２の大気連
通路と、
　前記第２の気体貯留部の大気開放又は大気との遮断を切り換える第２の大気連通路切換
手段と、
　前記液体の供給対象から前記回収流路を介して液体を循環させる循環時、前記第２の隔
壁の初期位置調整時及び前記液体の供給対象に対する加圧時において、前記第２の気体流
路切換手段及び前記第２の大気連通路切換手段の動作を制御する第２の切換制御手段と、
　前記第２の切換制御手段により動作が制御される前記第２の気体流路切換手段及び前記
第２の大気連通路切換手段の動作に対応して、前記第２の圧力付与手段を動作させる第２
の圧力制御手段と、
　を備えたことを特徴とする液体供給装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の液体供給装置において、
　前記第１の切換制御手段は、前記液体の供給対象から前記回収流路を介して液体を循環
させる循環時において、前記第１の気体流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換手段
の動作を制御し、
　前記第１の圧力制御手段は、前記液体の供給対象から前記回収流路を介して液体を循環
させる循環時において、前記第１の切換制御手段により動作が制御される前記第１の気体
流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換手段の動作に対応して、前記第１の圧力付与
手段を動作させることを特徴とする液体供給装置。
【請求項１１】
　請求項９又は１０に記載の液体供給装置において、
　前記第１の切換制御手段は、前記液体の供給対象から前記回収流路を介して液体を循環
させる循環時において、前記第１の気体流路切換手段を開く一方、前記第１の大気連通路
切換手段を閉じるように制御し、
　前記第２の切換制御手段は、前記液体の供給対象から前記回収流路を介して液体を循環
させる循環時において、前記第２の気体流路切換手段を開く一方、前記第２の大気連通路
切換手段を閉じるように制御し、
　前記第１の圧力制御手段は、前記供給流路と前記回収流路との間に差圧を発生させるよ
うに前記第１の圧力付与手段を動作させるとともに、
　前記第２の圧力制御手段は、前記供給流路と前記回収流路との間に差圧を発生させるよ
うに前記第２の圧力付与手段を動作させることを特徴とする液体供給装置。
【請求項１２】
　請求項９乃至１１のいずれかに記載の液体供給装置において、
　前記供給流路と前記回収流路とを連通させる連通流路と、
　前記供給流路と前記回収流路との開閉を切り換える連通流路切換手段と、
　前記液体の供給対象から前記回収流路を介して液体を循環させる循環時において、前記
供給流路と前記回収流路とを連通させるように、前記連通流路切換手段の動作を制御する
連通流路切換制御手段と、
　を備えたことを特徴とする液体供給装置
【請求項１３】
　請求項９乃至１２のいずれかに記載の液体供給装置において、
　前記第２の切換制御手段は、前記第２の隔壁の初期位置調整が開始されると、前記第２
の気体流路切換手段及び前記第２の大気連通路切換手段を開くとともに、前記第２の隔壁
が初期位置に調整されると前記第２の大気連通路切換手段を閉じるように制御し、
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　前記第２の圧力制御手段は、前記第２の隔壁の初期位置調整時において前記第２の気体
流路切換手段及び前記第２の大気連通路切換手段が開かれると、前記第２の液体室の内部
を加圧して前記第２の隔壁が初期位置に位置する初期状態よりも前記第２の液体室を拡張
させ、前記第２の液体室が所定の体積に達すると、前記第２の液体室の内部を減圧して初
期状態よりも拡張させた分だけ前記第２の液体室を収縮させるように、前記第２の圧力付
与手段を動作させることを特徴とする液体供給装置。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の液体供給装置において、
　前記回収流路又は前記第２の液体室の圧力を検出する第２の圧力検出手段と、
　前記第２の圧力検出手段により検出された圧力と前記第２の液体室の体積との関係が記
憶される第２の記憶手段と、
　を備え、
　前記第２の圧力制御手段は、第２の圧力検出手段による検出結果が前記第２の記憶手段
に記憶されている前記第２の液体室を初期状態よりも拡張させるときの体積に対応する指
定圧力になると、前記第２の圧力付与手段の動作を停止させるように制御することを特徴
とする液体供給装置。
【請求項１５】
　請求項１３又は１４に記載の液体供給装置において、
　前記第２の圧力制御手段は、前記第２の圧力緩衝部の調整時における前記第２の隔壁の
初期位置調整時において前記第２の液体室を拡張させた状態から収縮させる際に、前記第
２の液体室内の液体を一定の流速で排出させるように前記第２の圧力付与手段を所定時間
動作させることを特徴とする液体供給装置。
【請求項１６】
　請求項１３乃至１５のいずれかに記載の液体供給装置において、
　前記第２の切換制御手段は、前記液体の供給対象に対する加圧が開始されると、前記第
２の気体流路切換手段及び前記第２の大気連通路切換手段を開くとともに、前記第２の隔
壁が前記第２の液体室の体積が最大となるように変形又は移動した状態で前記第２の気体
流路切換手段及び前記第２の大気連通路切換手段を閉じるように制御し、
　前記第２の圧力制御手段は、前記液体の供給対象に対する加圧時において前記第２の気
体流路切換手段及び前記第２の大気連通路切換手段が開かれると、前記第２の液体室の内
部を加圧して前記第２の隔壁を変形又は移動させ、前記第２の液体室の体積が最大となる
ように前記第２の圧力付与手段を動作させることを特徴とする液体供給装置。
【請求項１７】
　請求項１６に記載の液体供給装置において、
　前記第２の圧力制御手段は、前記第２の液体室の体積が最大となる状態で前記第２の気
体流路切換手段及び前記第２の大気連通路切換手段が閉じられると、前記回収流路内の液
体を加圧するように前記第２の圧力付与手段を動作させて、前記液体の供給対象に対する
加圧を行うことを特徴とする液体供給装置。
【請求項１８】
　請求項９乃至１７のいずれかに記載の液体供給装置において、
　前記第２の圧力緩衝部は、密閉容器内に設けられた可撓膜を第２の隔壁として、前記第
２の液体室と前記第２の気体室が隔離された構造を有することを特徴とする液体供給装置
。
【請求項１９】
　請求項９乃至１８のいずれかに記載の液体供給装置において、
　前記第２の圧力緩衝部は、前記第２の気体室の内壁が曲面であることを特徴とする液体
供給装置。
【請求項２０】
　液体を吐出する液体吐出ヘッドと、
　前記液体吐出ヘッドに液体を供給する液体供給装置と、
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　を備え、
　前記液体供給装置は、前記液体吐出ヘッドと連通する供給流路と、
　前記供給流路内の液体へ圧力を付与する第１の圧力付与手段と、
　前記供給流路と連通する第１の液体室及び気体が貯留される第１の気体室を有し、前記
第１の液体室の体積を可変させるように変形又は移動が可能な第１の隔壁により前記第１
の液体室と前記第１の気体室が隔離された構造を有する第１の圧力緩衝部と、
　前記第１の気体室と一方の端が連通する第１の気体流路と、
　前記第１の気体流路の他方の端と連通する第１の気体貯留部と、
　前記第１の気体室と前記第１の気体貯留部との連通又は遮断を切り換える第１の気体流
路切換手段と、
　前記第１の気体貯留部と一方の端が連通され、他方の端が大気と連通する第１の大気連
通路と、
　前記第１の気体貯留部の大気開放又は大気との遮断を切り換える第１の大気連通路切換
手段と、
　前記第１の隔壁の初期位置調整時及び前記液体の供給対象に対する加圧時において、前
記第１の気体流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換手段の動作を制御する第１の切
換制御手段と、
　前記第１の切換制御手段により動作が制御される前記第１の気体流路切換手段及び前記
第１の大気連通路切換手段の動作に対応して、前記第１の圧力付与手段を動作させる第１
の圧力制御手段と、
　を備えたことを特徴とする液体吐出装置。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の液体吐出装置において、
　前記液体吐出ヘッドと連通する回収流路と、
　前記回収流路内の液体へ圧力を付与する第２の圧力付与手段と、
　前記回収流路と連通する第２の液体室及び気体が貯留される第２の気体室を有し、前記
第２の液体室の体積を可変させるように変形又は移動が可能な第２の隔壁により前記第２
の液体室と前記第２の気体室が隔離された構造を有する第２の圧力緩衝部と、
　前記第２の気体室と一方の端が連通する第２の気体流路と、
　前記第２の気体流路の他方の端と連通する第２の気体貯留部と、
　前記第２の気体室と前記第２の気体貯留部との連通又は遮断を切り換える第２の気体流
路切換手段と、
　前記第２の気体貯留部と一方の端が連通され、他方の端が大気と連通する第２の大気連
通路と、
　前記第２の気体貯留部の大気開放又は大気との遮断を切り換える第２の大気連通路切換
手段と、
　前記液体の供給対象から前記回収流路を介して液体を循環させる循環時、前記第２の隔
壁の初期位置調整時及び前記液体の供給対象に対する加圧時において、前記第２の気体流
路切換手段及び前記第２の大気連通路切換手段の動作を制御する第２の切換制御手段と、
　前記第２の切換制御手段により動作が制御される前記第２の気体流路切換手段及び前記
第２の大気連通路切換手段の動作に対応して、前記第２の圧力付与手段を動作させる第２
の圧力制御手段と、
　を備えたことを特徴とする液体吐出装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明に係る液体供給装置は、液体の供給対象と連通する
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供給流路と、前記供給流路内の液体へ圧力を付与する第１の圧力付与手段と、前記供給流
路と連通する第１の液体室及び気体が貯留される第１の気体室を有し、前記第１の液体室
の体積を可変させるように変形又は移動が可能な第１の隔壁により前記第１の液体室と前
記第１の気体室が隔離された構造を有する第１の圧力緩衝部と、前記第１の気体室と一方
の端が連通する第１の気体流路と、前記第１の気体流路の他方の端と連通する第１の気体
貯留部と、前記第１の気体室と前記第１の気体貯留部との連通又は遮断を切り換える第１
の気体流路切換手段と、前記第１の気体貯留部と一方の端が連通され、他方の端が大気と
連通する第１の大気連通路と、前記第１の気体貯留部の大気開放又は大気との遮断を切り
換える第１の大気連通路切換手段と、前記第１の隔壁の初期位置調整時及び前記液体の供
給対象に対する加圧時において、前記第１の気体流路切換手段及び前記第１の大気連通路
切換手段の動作を制御する第１の切換制御手段と、前記第１の切換制御手段により動作が
制御される前記第１の気体流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換手段の動作に対応
して、前記第１の圧力付与手段の動作を制御する第１の圧力制御手段と、を備えたことを
特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明によれば、液体の供給対象と連通する供給流路に、第１の液体室と第１の気体室
が第１の隔壁により隔離された構造を有し、第１の気体室が第１の気体流路及び第１の気
体流路切換手段を介して第１の気体貯留部と連通される第１の圧力緩衝部を備え、さらに
、第１の気体貯留室が第１の大気連通路及び第１の大気連通路切換手段を介して大気連通
が可能に構成された構造を有し、第１の隔壁の初期位置調整時及び液体の供給対象に対す
る加圧時において、第１の気体流路切換手段及び第１の大気連通路切換手段が切換可能に
構成されるとともに、第１の気体流路切換手段及び第１の大気連通路切換手段の動作に応
じて第１の圧力付与手段の動作が制御されるので、第１の隔壁の初期位置調整を行うこと
で経時による圧力制御の変動が抑制されるとともに、液体の供給対象に対する加圧時には
好ましい圧力が確保され、かつ、液体供給時においては第１の圧力緩衝部による圧力緩衝
機能が作用して、圧力変動が抑制された好ましい液体供給が実現される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　また、用紙押さえローラ２４６と記録媒体２１４の搬送方向における最上流側のインク
ジェットヘッド２４８Ｍとの間には、用紙浮き検出センサ（不図示）が配置されている。
該用紙浮き検出センサは、記録媒体２１４がインクジェットヘッド２４８Ｍ，２４８Ｋ，
２４８Ｃ，２４８Ｙの直下に進入する直前の浮き量を検出している。本例に示すインクジ
ェット記録装置２００は、用紙浮き検出センサにより検出された記録媒体２１４の浮き量
が所定のしきい値を超える場合には、その旨を報知するとともに記録媒体２１４の搬送を
中断させるように構成されている。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５３】
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　（発明１）：液体の供給対象と連通する供給流路と、前記供給流路内の液体へ圧力を付
与する第１の圧力付与手段と、前記供給流路と連通する第１の液体室及び気体が貯留され
る第１の気体室を有し、前記第１の液体室の体積を可変させるように変形又は移動が可能
な第１の隔壁により前記第１の液体室と前記第１の気体室が隔離された構造を有する第１
の圧力緩衝部と、前記第１の気体室と一方の端が連通する第１の気体流路と、前記第１の
気体流路の他方の端と連通する第１の気体貯留部と、前記第１の気体室と前記第１の気体
貯留部との連通又は遮断を切り換える第１の気体流路切換手段と、前記第１の気体貯留部
と一方の端が連通され、他方の端が大気と連通する第１の大気連通路と、前記第１の気体
貯留部の大気開放又は大気との遮断を切り換える第１の大気連通路切換手段と、前記第１
の隔壁の初期位置調整時及び前記液体の供給対象に対する加圧時において、前記第１の気
体流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換手段の動作を制御する第１の切換制御手段
と、前記第１の切換制御手段により動作が制御される前記第１の気体流路切換手段及び前
記第１の大気連通路切換手段の動作に対応して、前記第１の圧力付与手段の動作を制御す
る第１の圧力制御手段と、を備えたことを特徴とする液体供給装置。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５４】
　本発明によれば、液体の供給対象と連通する供給流路に、第１の液体室と第１の気体室
が第１の隔壁により隔離された構造を有し、第１の気体室が第１の気体流路及び第１の気
体流路切換手段を介して第１の気体貯留部と連通される第１の圧力緩衝部を備え、さらに
、第１の気体貯留室が第１の大気連通路及び第１の大気連通路切換手段を介して大気連通
が可能に構成された構造を有し、第１の隔壁の初期位置調整時及び液体の供給対象に対す
る加圧時において、第１の気体流路切換手段及び第１の大気連通路切換手段が切換可能に
構成されるとともに、第１の気体流路切換手段及び第１の大気連通路切換手段の動作に応
じて第１の圧力付与手段の動作が制御されるので、第１の隔壁の初期位置調整を行うこと
で経時による圧力制御の変動が抑制されるとともに、液体の供給対象に対する加圧時には
好ましい圧力が確保され、かつ、液体供給時においては第１の圧力緩衝部による圧力緩衝
機能が作用して、圧力変動が抑制された好ましい液体供給が実現される。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５８】
　（発明２）：発明１に記載の液体供給装置において、前記第１の切換制御手段は、前記
第１の隔壁の初期位置調整が開始されると、前記第１の気体流路切換手段及び前記第１の
大気連通路切換手段を開くとともに、前記第１の隔壁が初期位置に調整されると前記第１
の大気連通路切換手段を閉じるように制御し、前記第１の圧力制御手段は、前記第１の隔
壁の初期位置調整時において前記第１の気体流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換
手段が開かれると、前記第１の液体室の内部を加圧して前記第１の隔壁が初期位置に位置
する初期状態よりも前記第１の液体室を拡張させ、前記第１の液体室が所定の体積に達す
ると、前記第１の液体室の内部を減圧して初期状態よりも拡張させた分だけ前記第１の液
体室を収縮させるように、前記第１の圧力付与手段を動作させることを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１６７】
　（発明５）：発明１乃至４のいずれかに記載の液体供給装置において、前記第１の切換
制御手段は、前記液体の供給対象に対する加圧が開始されると、前記第１の気体流路切換
手段及び前記第１の大気連通路切換手段を開くとともに、前記第１の隔壁が前記第１の液
体室の体積が最大となるように変形又は移動した状態で前記第１の気体流路切換手段及び
前記第１の大気連通路切換手段を閉じるように制御し、前記第１の圧力制御手段は、前記
液体の供給対象に対する加圧時において前記第１の気体流路切換手段及び前記第１の大気
連通切換手段が開かれると、前記第１の液体室の内部を加圧して前記第１の隔壁を変形又
は移動させ、前記第１の液体室の体積が最大となるように前記第１の圧力付与手段を動作
させることを特徴とする。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７０】
　（発明６）：発明５に記載の液体供給装置において、前記第１の圧力制御手段は、前記
第１の液体室の体積が最大となる状態で前記第１の気体流路切換手段及び前記第１の大気
連通路切換手段が閉じられると、前記供給流路内の液体を加圧するように前記第１の圧力
付与手段を動作させて、前記液体の供給対象に対する加圧を行うことを特徴とする。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７２】
　（発明７）：発明１乃至６のいずれかに記載の液体供給装置において、前記第１の圧力
緩衝部は、密閉容器内に設けられた可撓膜を第１の隔壁として、前記第１の液体室と前記
第１の気体室が隔離された構造を有することを特徴とする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７８】
　（発明１０）：発明９に記載の液体供給装置において、前記第１の切換制御手段は、前
記液体の供給対象から前記回収流路を介して液体を循環させる循環時において、前記第１
の気体流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換手段の動作を制御し、前記第１の圧力
制御手段は、前記液体の供給対象から前記回収流路を介して液体を循環させる循環時にお
いて、前記第１の切換制御手段により動作が制御される前記第１の気体流路切換手段及び
前記第１の大気連通路切換手段の動作に対応して、前記第１の圧力付与手段を動作させる
ことを特徴とする。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８５】
　（発明１３）：発明９乃至１２のいずれかに記載の液体供給装置において、前記第２の
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切換制御手段は、前記第２の隔壁の初期位置調整が開始されると、前記第２の気体流路切
換手段及び前記第２の大気連通路切換手段を開くとともに、前記第２の隔壁が初期位置に
調整されると前記第２の大気連通路切換手段を閉じるように制御し、前記第２の圧力制御
手段は、前記第２の隔壁の初期位置調整時において前記第２の気体流路切換手段及び前記
第２の大気連通路切換手段が開かれると、前記第２の液体室の内部を加圧して前記第２の
隔壁が初期位置に位置する初期状態よりも前記第２の液体室を拡張させ、前記第２の液体
室が所定の体積に達すると、前記第２の液体室の内部を減圧して初期状態よりも拡張させ
た分だけ前記第２の液体室を収縮させるように、前記第２の圧力付与手段を動作させるこ
とを特徴とする。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９２】
　（発明１６）：発明１３乃至１５のいずれかに記載の液体供給装置において、前記第２
の切換制御手段は、前記液体の供給対象に対する加圧が開始されると、前記第２の気体流
路切換手段及び前記第２の大気連通路切換手段を開くとともに、前記第２の隔壁が前記第
２の液体室の体積が最大となるように変形又は移動した状態で前記第２の気体流路切換手
段及び前記第２の大気連通路切換手段を閉じるように制御し、前記第２の圧力制御手段は
、前記液体の供給対象に対する加圧時において前記第２の気体流路切換手段及び前記第２
の大気連通路切換手段が開かれると、前記第２の液体室の内部を加圧して前記第２の隔壁
を変形又は移動させ、前記第２の液体室の体積が最大となるように前記第２の圧力付与手
段を動作させることを特徴とする。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９４】
　（発明１７）：発明１６に記載の液体供給装置において、前記第２の圧力制御手段は、
前記第２の液体室の体積が最大となる状態で前記第２の気体流路切換手段及び前記第２の
大気連通路切換手段が閉じられると、前記回収流路内の液体を加圧するように前記第２の
圧力付与手段を動作させて、前記液体の供給対象に対する加圧を行うことを特徴とする。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９８】
　（発明２０）：液体を吐出する液体吐出ヘッドと、前記液体吐出ヘッドに液体を供給す
る液体供給装置と、を備え、前記液体供給装置は、前記液体吐出ヘッドと連通する供給流
路と、前記供給流路内の液体へ圧力を付与する第１の圧力付与手段と、前記供給流路と連
通する第１の液体室及び気体が貯留される第１の気体室を有し、前記第１の液体室の体積
を可変させるように変形又は移動が可能な第１の隔壁により前記第１の液体室と前記第１
の気体室が隔離された構造を有する第１の圧力緩衝部と、前記第１の気体室と一方の端が
連通する第１の気体流路と、前記第１の気体流路の他方の端と連通する第１の気体貯留部
と、前記第１の気体室と前記第１の気体貯留部との連通又は遮断を切り換える第１の気体
流路切換手段と、前記第１の気体貯留部と一方の端が連通され、他方の端が大気と連通す
る第１の大気連通路と、前記第１の気体貯留部の大気開放又は大気との遮断を切り換える
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第１の大気連通路切換手段と、前記第１の隔壁の初期位置調整時及び前記液体の供給対象
に対する加圧時において、前記第１の気体流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換手
段の動作を制御する第１の切換制御手段と、前記第１の切換制御手段により動作が制御さ
れる前記第１の気体流路切換手段及び前記第１の大気連通路切換手段の動作に対応して、
前記第１の圧力付与手段を動作させる第１の圧力制御手段と、を備えたことを特徴とする
。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２００
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２００】
　（発明２１）：発明２０に記載の液体吐出装置において、前記液体吐出ヘッドと連通す
る回収流路と、前記回収流路内の液体へ圧力を付与する第２の圧力付与手段と、前記回収
流路と連通する第２の液体室及び気体が貯留される第２の気体室を有し、前記第２の液体
室の体積を可変させるように変形又は移動が可能な第２の隔壁により前記第２の液体室と
前記第２の気体室が隔離された構造を有する第２の圧力緩衝部と、前記第２の気体室と一
方の端が連通する第２の気体流路と、前記第２の気体流路の他方の端と連通する第２の気
体貯留部と、前記第２の気体室と前記第２の気体貯留部との連通又は遮断を切り換える第
２の気体流路切換手段と、前記第２の気体貯留部と一方の端が連通され、他方の端が大気
と連通する第２の大気連通路と、前記第２の気体貯留部の大気開放又は大気との遮断を切
り換える第２の大気連通路切換手段と、前記液体の供給対象から前記回収流路を介して液
体を循環させる循環時、前記第２の隔壁の初期位置調整時及び前記液体の供給対象に対す
る加圧時において、前記第２の気体流路切換手段及び前記第２の大気連通路切換手段の動
作を制御する第２の切換制御手段と、前記第２の切換制御手段により動作が制御される前
記第２の気体流路切換手段及び前記第２の大気連通路切換手段の動作に対応して、前記第
２の圧力付与手段を動作させる第２の圧力制御手段と、を備えたことを特徴とする。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１７】


	header
	written-amendment

